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ご注意 
 

1. 本製品の外観や仕様及び取扱説明書に記載されている事項は、将来予告なしに変
更することがあります。 

 
2. 取扱説明書に記載のすべての事項について、株式会社シーピーアイテクノロジー
ズから文書による許諾を得ずに行う、あらゆる複製も転載も禁じます。 

 
3. この取扱説明書に記載されている会社名及び製品名は、各社の商標又は登録商標
です。 

 
4. 取扱説明書の内容を十分に理解しないまま本製品を扱うことは、絶対におやめく
ださい。本製品の取扱いについては安全上細心の注意が必要です。取扱い説明を

十分に理解してから本製品をご使用ください。 
 
5. 本製品をお使いいただくには、DOS/Vコンピュータや Windowsについての一般
的な知識が必要です。この取扱説明書は、お読みになるユーザーが DOS/V コン
ピュータや Windows の使い方については既にご存知であることを前提に、製品
の使いかたを説明しています。 もし、DOS/V コンピュータやWindowsについ
てご不明な点がありましたら、それらの説明書や関係書籍等を参照してください。 
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保証規定 

1. 保証の範囲 

1.1  この保証規定は、弊社―株式会社シーピーアイテクノロジーズが製造・出荷し、お客様にご購入
いただいたハードウェア製品に適用されます。 

1.2  弊社によって出荷されたソフトウェア製品については、弊社所定のソフトウェア使用許諾契約書
の規定が適用されます。 

1.3  弊社以外で製造されたハードウェア又はソフトウェア製品については、製造元／供給元が出荷し
た製品そのままで提供いたしますが、かかる製品には、その製造元／供給元が独自の保証を規定

することがあります。 

2. 保証条件 

弊社は、以下の条項に基づき製品を保証いたします。不慮の製品トラブルを未然に防ぐためにも、あら

かじめ各条項をご理解のうえ製品をご使用ください。 

2.1 この保証規定は弊社の製品保証の根幹をなすものであり、製品によっては、その取扱説明書や保

証書などで更に内容が細分化され個別に規定されることがあります。したがって、ここに規定す

る各条項の拡大解釈による取扱いや特定目的への使用に際しては十分にご注意ください。 

2.2  製品の保証期間は、製品に添付される「保証書」に記載された期間となり、弊社は、保証期間中
に発見された製品の不具合について保証の責任をもちます。 

2.3  保証期間中の製品の不具合について、弊社は不具合部品を無償で修理又は交換します。ただし、
次の場合は保証の適用外となります。 

1． 保証書の提示がない場合、または、保証書にご購入年月日、お客様名、販売店名の記入
がない場合、もしくは字句が書き替えられた場合。 

2． 取扱上の不注意や誤用による故障や損傷。 

3． 接続している他の機器または指定以外の部品使用に起因して故障が生じた場合。 

4． 弊社指定以外で調整や保守、修理などを行った場合、及び改造した場合。 

5． 火災、地震、風水害、落電、その他の災害や公害、異常電圧などによる故障や損傷。 

2.4 消耗部材を取り替える場合は保証の対象とはなりません。 

2.5 原子力関連、医療関連、鉄道等運輸関連、ビル管理、その他の人命に関わるあらゆる事物の施設・

設備・器機など全般にわたり、製品を部品や機材として使用することはできません。もし、これ

らへ使用した場合は保証の適用外となり、いかなる不具合及び損害や損失についても弊社は責任

を負いません。また、本製品を用いて製造された二次生成物がこれらに使用された場合も同様と

します。 

2.6 弊社は本製品の運用を理由とするいかなる損害、損失等の請求につきましては、これに応じかね

ますので、あらかじめご了承ください。 

2.7 本製品は日本国内向け仕様であり、海外の諸規格には準拠しておりません。また、海外で使用し

た場合は保証の適用外となります。 



 

安全上のご注意 
ここに示す注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害や財産へ

の損害を未然に防ぐためのものです。 

注意事項は、誤った取扱いで生じる危害や損害の大きさ、又は切迫の程度によって内容を｢警告｣と

｢注意｣の２つに分けています。｢警告｣や｢注意｣はそれぞれ次のことを知らせていますので、その内

容をよくご理解なさってから本文をお読みください。 

警告： この指示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡したり重傷を負ったりすることがあ

ります。 
注意： この指示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負ったり、物に損害を受けたりす

ることがあります。 
 

 
 
── 感電や火災の危険があります ―― 

● AC アダプタの電源は AC100V でお使いください。また、タコ足配線をしないでくださ

い。火災や感電の原因となることがあります。 

● 傷ついたり破損した AC アダプタは絶対に使用しないでください。また、AC アダプタ

を改造しないでください。火災や感電のおそれがあります。 

● AC アダプタのケーブルの上に物を置かないでください。また、むやみに曲げたり、引

っ張ったりしないでください。ケーブルをいため、火災や感電の原因となることがあ

ります。 

● AC アダプタをコンセントから抜くときに、ケーブルを引っ張らないでください。ケー

ブルをいため、火災や感電の原因となることがあります。 

● 付属の AC アダプタ以外の AC アダプタは使わないでください。火災や感電の原因とな

ることがあります。 

● 水分や湿気の多い場所での使用や、濡れた手でコネクタを取り扱うことは絶対に行わな

いでください。感電のおそれがあります。 

● 傷ついたり破損したケーブルは絶対に使用しないでください。火災や感電のおそれがあ

ります。 

● ケーブルの上に物を置かないでください。また、ケーブルを無理に曲げたり、引っ張っ

たりしないでください。ケーブルをいため、火災や感電の原因となることがあります。 

● ケーブルをコネクタから抜くときに、ケーブルを引っ張らないでください。ケーブルを

いため、火災や感電の原因となることがあります。 
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── 感電や火災の危険があります ―― 
● この装置を分解したり、改造しないでください。火災や感電の原因となることがありま

す。 

● 万一、発熱、煙が出ている、異臭がするなどの異常に気が付いた場合はすぐに電源スイ

ッチをきり、その後に AC アダプタをコンセントから抜いてください。異常状態のま

ま使用すると火災や感電のおそれがあります。 

● 万一、金属片、水、その他の液体等の異物が機器の内部に入った場合はすぐに電源スイ

ッチを切り、その後に AC アダプタをコンセントから抜いてください。そのまま使用す

ると、火災や感電のおそれがあります。 

 
 
 
 
 
 

取り扱い方によっては 
── けがをしたり機器を損傷することがあります ── 

● ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置かないでください。落ちたり、

倒れたりして、けがの原因となることがあります。 
● 直射日光のあたる場所や、極端に高温・低温になる場所、および湿度の高い場所、ほ

こりの多い場所では使用しないでください。 

● 急激な温度差を与えると結露が発生します。発生した場合は必ず時間をおき、結露が

無くなってから使用してください。 

● 持ち運びは慎重に行ってください。落下など強い衝撃を与えますと、故障の原因とな

ります。 

● ケーブルをつないだりはずしたりするときは、ＣＰＩ－ＵＤ０４８をコンピュータよ

り切り離し、本体電源及び接続機器の電源を必ず切ってください。電源を入れたまま

でケーブルの着脱を行うと、過電圧や過電流によって機器をこわすことがあります。 
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１. ＣＰＩ－ＵＤ０４８の概要 
 

１－１． 概要 
■ 基本機能 

USB対応デジタル入出力ユニットCPI-UD048は、8ビットのTTLまたはLVCMOSのトランシーバ6
個、合計48点の入出力を持ち、ホストPCはUSBを経由して、それらの制御（出力）、取り込み（入
力）を行うことができます。 

 

   型番 機能 

ＣＰＩ－ＵＤ０４８ ／Ｔ ＵＳＢ接続４８点ＴＴＬレベル入出力ＤＩＯ 

ＣＰＩ－ＵＤ０４８ ／Ｃ ＵＳＢ接続４８点ＬＶＣＭＯＳレベル入出力ＤＩＯ 

 

■ ユニット識別機能 

ユニットセレクトスイッチにより１台のＰＣに最大16ユニット接続することができます。 ※1 

■ ウォッチドッグ機能 

ソフトウェアによってウォッチドッグ機能を設定することが可能です。 

起動時間設定は、１２６ｍＳ、２５２ｍＳ、５０４ｍＳ、１００８ｍＳ、２０１６ｍＳより選択、設定

時間到達時に事前設定により出力ポートから任意データを出力することが可能です。 

■ 入力フィルタ機能 

入力ポートについてノイズやチャタリングを除去するためのフィルタ機能を付加することができます。

ソフトウェアによってフィルタサイクルおよび、一致回数を設定することにより、ノイズに対しての読

み取り周期と入力値が何回連続して一致した場合正常な値とみなすかについて回数指定設定をすること

が可能です。 

フィルタサイクルは、１２６０μｓ、２５２０μｓ、５０４０μｓ、１００８０μｓ、２０１６０μｓよ

り選択、一致回数は０～２５５回の範囲で設定できます。また、これらは任意の組み合わせが可能です。 

■ ポート監視機能 

ソフトウェアによって監視ポートおよび評価ビットの設定が可能です。評価対象ビットの設定、４種類

の条件設定（ＮＯＮ：無条件、ＡＬＴ：状態変移、ＡＮＤ：論理積、ＯＲ：論理和）、及び比較対照デー

タ設定の組み合わせにより割り込みトリガを起動することが可能です。 

 

※1 PC 側に16台分のUSB ポートが必要です。また／Ｃについてはバスパワードハブでは動作しません。 
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１－２． 製品に同梱されるもの 
● ＣＰＩ－ＵＤ０４８本体                       １台 

● ＵＳＢケーブル                           １本 

● ＡＣアダプタ（／Ｔのみ添付）                    １個 

● 保証書                               １枚 

 

 

１－３． オプション品（別売） 
 

● ＤＩＯケーブル コネクタ付き外部接続ケーブル（１ｍ片側切り落とし） １本 

 

型式          ＣＡ－５０ＤＦＣ０１ 

ＣＰＩ－ＵＤ０４８側  ５０ＰｉｎアンフェノールタイプＤＤＫ５７ＡＥシリーズ 

ターゲット側      切り離し 

全長          約１ｍ 

ケーブル仕様      フラットケーブル 
 

※ 上記以外の仕様のケーブルにつきましてはお問い合わせください。 

 

１－４． サポートソフトウェア 
本機のサポートソフトウェアは以下の弊社ホームページからダウンロードしてください。 

http://cpi-tec.jp/cpi-ud/index.html

本機を使用するための関数仕様をはじめとするサポートソフトウェアの使用方法については、ダウンロー

ドしたパッケージに含まれるドキュメントファイル、およびヘルプファイルを参照してください。 

http://cpi-tec.jp/cpi-ud/index.html
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１－５． 製品仕様 
本製品の仕様は以下のとおりです。 
 

１． ホストＩ／Ｆ USB Revision2.0準拠Full Speed（12Mbps）対応 

２． ホスト側Ｉ／Ｆ USB仕様シリーズＢレセプタクル 

３． USB電源タイプ /T： TTLタイプ ：セルフパワー 
/C： LVCMOSタイプ：バスパワー 

４． USB VBUS消費電流 /T： TTLタイプ ：2mA以下 
/C： LVCMOSタイプ：500mA以下 

５． DIOコネクタ アンフェノール50ピン 

６． DIO点数 8ビット×6ポート 合計48点 

７． DIO方向 ポート毎にディレクション設定 

８． DIOバッファ /T： TTLタイプ ：74LS245（TTL） 
/C： LVCMOSタイプ：74LVC245A（LVCMOS） 

９． DIO入力処理 /T： TTLタイプ：プルアップ抵抗10kΩ 
/C： LVCMOSタイプ：プルアップ抵抗10kΩ＋シリーズ抵抗33Ω 

１０．DIO出力電流 /T： TTLタイプ ：IOL = 23.5mA（MAX）IOH = -15mA（MAX）       
/C： LVCMOSタイプ：IOL = 8mA（MAX） IOH = -8mA（MAX） 

１１．入力電源 本体：DC5V ± 5% 
/T： TTLタイプ ：ACアダプタ AC100V、50 / 60Hzより供給 
/C： LVCMOSタイプ：USBより供給 ※1 

１２．消費電流 /T： TTLタイプ ：12W 
               /C： LVCMOSタイプ：0.5A以下 

１３．外形寸法 幅109.5mm × 高さ46mm × 奥行き140mm（突起部分含まず） 

１４．重量 250g 

１５．動作温度範囲 5 ～ 50℃ 

１６．保存温度範囲 -20 ～ 85℃ 

１７．ＵＳＢケーブル 種別：シリーズA － シリーズB 
               長さ：約1.5m 

※1 ／Ｃについてはバスパワードハブでは動作しません。 

 



 

１－６． 各部の名称と役割 
■ ユニット前面部 

 
 
 
 
 
 
 
 
電源スイッチ （POWER） 

本機の電源をＯＮ／ＯＦＦするスイッチです。 
白丸が表示されている側を押し下げると電源ONとなります。 

ＤＣジャック （DC IN） 
ACアダプタを接続するためのコネクタです。（ＣＰＩ－ＵＤ０４８／Ｔのみ） 

ＵＳＢコネクタ （USB） 
ＵＳＢケーブルを接続するためのコネクタです。 

ユニットセレクトスイッチ （UNIT#） 
個体識別スイッチです。 
本機を1 台のＰＣ に複数接続し使用される場合に設定が必要となります。 
スイッチ設定により"０"から"Ｆ"までが設定可能で、最大１６ 台までの接続ができます。 
本機１台のみの接続で使用される場合は出荷時設定"０"の設定で変更の必要はありません。 

ステータス LED （STATUS） 
本機の各種状態を表示します。※１ 

消灯 ·······電源が入っていない 
緑点灯····本機が正常にＰＣに認識され操作待ちの状態 
橙点灯····ＰＣからのコマンド処理中（※２） 
赤点灯····本機がＰＣに認識されていないもしくは何らかのエラーが発生した状態 ※３ 

 
※１ ドライバがインストールされ、正しく接続がされると、以降の電源投入時には、ステータスＬＥＤの機能確認のため

に、橙→赤→緑という点灯を行います。 

※２ 正常動作において処理が高速なため、目視にて点灯を確認することはできません。PCからのコマンド処理中に機能が

停止した場合など点灯したままの状態になります。  

※３ 初回ドライバインストール時には、インストール完了までの間、赤点灯となります。以降、ウォッチドッグ機能

使用時に、ウォッチドッグタイマカウンタ値が設定値に達した場合に、赤点灯となります。 
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■ ユニット背面部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＤＩＯコネクタ （DIO） 
ＤＩＯケーブルを接続するためのコネクタです。 

金属シェル部分は内部デジタルグラウンドに接続されています。 

ユニット側コネクタ形式   ：第一電子工業(株)製 57AE-40500-21C(D1) または相当品 

 
 
 

■ ＵＳＢケーブル 

 
 
 
 
 
 
シリーズ A プラグ  

ＰＣまたはＵＳＢハブに接続するコネクタです。 

 
シリーズ B プラグ  

ＣＰＩ－ＵＤ０４８に接続するコネクタです。 

シリーズＢプラグ シリーズＡプラグ 
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■ ＤＩＯケーブル（オプション品） 

本機とターゲット機器を接続するケーブルです。 

 

型式          ＣＡ－５０ＤＦＣ０１ 

ＣＰＩ－ＵＤ０４８側  ５０ＰｉｎアンフェノールタイプＤＤＫ５７ＡＥシリーズ 

ターゲット側      切り離し 

全長          約１ｍ 

ケーブル仕様      フラットケーブル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 上記以外の仕様のケーブルにつきましてはお問い合わせください。 
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２. 取り扱い 
 

２－１． 接続手順 
① ユニットセレクトスイッチ（ユニット前面のロータリスイッチ）を設定します。 

② ＤＩＯケーブルを本製品および、お客様側のＤＩＯ機器に接続します。 

③ 付属のＡＣアダプタを本製品および、電源コンセントに差し込みます。 

④ 付属のＵＳＢケーブルのＢプラグを本機、Ａプラグをご使用されるＰＣに接続します。 

⑤ 本機の電源スイッチをONにします。 

 
 

２－２． 設定および、接続について 
以下に示す設定及び接続は、電源を入れる前におこなってください。 

 

■ ユニットセレクトスイッチの設定 

本機を１台のＰＣに複数接続し使用する場合に、各ユニットを識別するために設定が必要となります。 
"0"から"F"までの範囲で、重複しないように設定してください。 

本機１台のみの接続で使用する場合は、出荷時設定を変更する必要はありません。 

 
  出荷時設定 
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■ ＤＩＯケーブルの接続 

外部信号との接続には、オプション品のプラグコネクタ付きＤＩＯケーブルをご利用ください。 

ＤＩＯコネクタ・ケーブル ピンアサイン表 

ＤＩＯケーブル 

番号 
機能 信号名 ＤＩＯコネクタ 

ピン番号 
信号名 機能 ＤＩＯケーブル 

番号 

１ ＰＡ０ １ ２６ ＰＤ０  ２ 

３ ＰＡ１ ２ ２７ ＰＤ１ ４ 

５ ＰＡ２ ３ ２８ ＰＤ２ ６ 

７ ＰＡ３ ４ ２９ ＰＤ３ ８ 

９ ＰＡ４ ５ ３０ ＰＤ４ １０ 

１１ ＰＡ５ ６ ３１ ＰＤ５ １２ 

１３ ＰＡ６ ７ ３２ ＰＤ６ １４ 

１５ 

入出力ポートＡ 

ＰＡ７ ８ ３３ ＰＤ７ 

入出力ポートＤ 

１６ 

１７ ＰＢ０ ９ ３４ ＰＥ０ １８ 

１９ ＰＢ１ １０ ３５ ＰＥ１ ２０ 

２１ ＰＢ２ １１ ３６ ＰＥ２ ２２ 

２３ ＰＢ３ １２ ３７ ＰＥ３ ２４ 

２５ ＰＢ４ １３ ３８ ＰＥ４ ２６ 

２７ ＰＢ５ １４ ３９ ＰＥ５ ２８ 

２９ ＰＢ６ １５ ４０ ＰＥ６ ３０ 

３１ 

入出力ポートＢ 

ＰＢ７ １６ ４１ ＰＥ７ 

入出力ポートＥ 

３２ 

３３ ＰＣ０ １７ ４２ ＰＦ０ ３４ 

３５ ＰＣ１ １８ ４３ ＰＦ１ ３６ 

３７ ＰＣ２ １９ ４４ ＰＦ２ ３８ 

３９ ＰＣ３ ２０ ４５ ＰＦ３ ４０ 

４１ ＰＣ４ ２１ ４６ ＰＦ４ ４２ 

４３ ＰＣ５ ２２ ４７ ＰＦ５ ４４ 

４５ ＰＣ６ ２３ ４８ ＰＦ６ ４６ 

４７ 

入出力ポートＣ 

ＰＣ７ ２４ ４９ ＰＦ７ 

入出力ポートＦ 

４８ 

４９ ＧＮＤ ＧＮＤ ２５ ５０ ＧＮＤ ＧＮＤ ５０ 

 
 
 



 
基板上のコネクタのピン番号、および付属のコネクタのケーブル番号は下図のとおりです。ピン番号と

ケーブル番号は異なりますので、ご注意ください。 なおＤＩＯコネクタ（ユニット側）金属シェル部

分は内部デジタルグラウンドに接続されています。 

ＤＩＯコネクタ（ユニット側）は以下のとおりです。 

 

ユニット側コネクタ正面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＤＩＯケーブル（オプション品）端の番号は以下のとおりです。 
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ケ
ー
ブ
ル
側 

１（赤色） 

 
 
 
 
 
 
 ５０ 
 
 



 

 

接続の注意 

オプション品のケーブルは、ケーブルコード番号1番が赤に、以降、5番毎に緑に着色されています。ケーブ

ルの末端は開放となっていますので、コネクタを取り付けたり、直付けするなどにより、機器と接続してくだ

さい。 

 

 

★

★

★

 

２－

 
本

O

 信号線を短絡（ショート）させたり、他の信号線や電源線と接触させないよう、十分ご注意ください。

場合によっては、本機や外部機器が破壊される可能性があります。 

 信号の減衰やノイズ発生などによる障害の可能性があるため、ケーブルの長さは可能な限り短くしてご

使用ください。 

 ケーブル加工をする際には、配線ミス、圧接ミスに、十分注意してください。 
３． ユニットの取り外し、電源のＯＦＦ 

機から USB ケーブルを取り外す際や、電源を OFF する際は、必ず接続されている機器側の電源を
FFにした状態で行ってください。
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３. ドライバのインストール手順 
 

３－１． ドライバの登録 
本機を使用するためには、ドライバのインストールが必要です。以下にＷｉｎｄｏｗｓＸＰおよびＷｉ

ｎｄｏｗｓ７でのドライバのインストール方法を説明します。 

この手順は、一度行うと、アンインストールしない限り再度行う必要はありません。 

※ アンインストール方法についてはCPI-UD048サポートソフト中のヘルプファイルを参照ください。 
 

■ ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合 
 

①  ／Ｔは付属のＡＣアダプタを接続します。 

②  ＰＣを起動し、Ｗｉｎｄｏｗｓに管理者権限を持つユーザでログインします。 

③  ＰＣと本機を付属のＵＳＢケーブルを使用し接続し、本機のＰＯＷＥＲスイッチをＯＮにします。 

④  以下のような画面が表示されますので「一覧または特定の場所からインストールする（詳細）（Ｓ）」

を選択し、「次へ（Ｎ）」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

⑤  以下のような画面が表示されますので「次の場所で最適のドライバーを検索する（Ｓ）」を選択し、

ダウンロードしたファイル「¥UD048_W100¥Win_XP_7¥cpiud048.inf」が保存されている場所を

指定し次へ（Ｎ）」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥  以下のような画面が表示されると登録は完了です。またその際、前面パネルの「STATUS」のLED

表示が緑色点灯していることを確認してください（他の LED 状態表示がされている場合 PC に本機

は認識されていません）。 
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■ Ｗｉｎｄｏｗｓ７の場合 

①  ／Ｔは付属のＡＣアダプタを接続します。 

②  ＰＣを起動し、Ｗｉｎｄｏｗｓに管理者権限を持つユーザでログインします。 

③  ＰＣと本機を付属のＵＳＢケーブルを使用し接続し、本機のＰＯＷＥＲスイッチをＯＮにします。 

④  以下のような画面が右下に表示されます。 

 

⑤  次に、画面の左下「スタート」の「デバイスとプリンタ」を選択します。 

 

 

13 



 

 

⑥  以下のような画面が表示されますので「未指定」の「CPI－UD048」のアイコン部分を左クリック

し「プロパティ（Ｒ）」を選択します。 

 

⑦  次に表示されたウィンドウの上方タブの「ハードウェア」を選択すると、以下の表示になりますの

で、「プロパティ（Ｒ）」のボタンをクリックします。 
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⑧  以下のような画面が表示されますので「設定の変更」のボタンをクリックします。 

   

⑨  以下のような画面が表示されますので「ドライバーの更新（Ｕ）」のボタンをクリックします。 
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⑩  以下のような画面が表示されますので「コンピューターを参照してドライバーソフトウェアを検索

します（Ｒ）」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪  以下のような画面が表示されますので「次の場所で最適のドライバーを検索する（Ｓ）」を選択し、

ダウンロードしたファイル「¥UD048_W100¥Win_XP_7¥cpiud048.inf」が保存されている場所を

指定し次へ（Ｎ）」をクリックします。 
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⑫  以下のような画面が表示されますので「このドライバーソフトをインストールします（Ｉ）」を選

択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬  以下のような画面が表示されると登録は完了です。またその際、前面パネルの「STATUS」のLED

表示が緑色点灯していることを確認してください（他の LED 状態表示がされている場合 PC に本機

は認識されていません）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 



 

 

３－２． ドライバ登録の確認 
ドライバの登録状況について確認する方法を以下に解説いたします。 
 

■ ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合 
 

①  本機を PCに接続、電源をＯＮにしてください。またその際、前面パネルの「STATUS」の LED

表示が緑色点灯していることを確認してください（他のLED状態表示がされている場合PCに本機は

認識されていません）。 

②  画面の左下の「スタート」をクリック、「設定（Ｓ）」の中の「コントロールパネル（Ｃ）」を選択

します。 

③  コントロールパネル中の「システム」をクリックします。 

④  システムのプロパティの画面で上方の「ハードウェア」タブを選択し、「デバイスマネージャ（Ｄ）」

をクリックします。 
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⑤  「CPI－TEC－USB」の「CPI－UD048」を選択、クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥  以下のように「CPI－UD048」、デバイスの種類：「CPI―TEC―USB」、 

製造元：「CPI Technologies, Inc」と表示され、「デバイスの状態」が「このデバイスは正常に動作

しています。」と表示されていればドライバは正常に登録されています。 
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■ Ｗｉｎｄｏｗｓ７の場合 

 

①  本機を PCに接続、電源をＯＮにしてください。またその際、前面パネルの「STATUS」の LED

表示が緑色点灯していることを確認してください（他のＬＥＤ状態表示がされている場合ＰＣに本

機は認識されません）。 

②  画面の左下の「スタート」をクリック、「デバイスとプリンター」をクリックします。 

③  以下のような画面が表示されますので「CPI－UD048」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 



 

 

④  以下のように「デバイスの機能」部分で、名前：「CPI－UD048」、デバイスの種類： 

「CPI－TEC－USB」が表示され、「デバイスの機能概要」部分で製造元：「CPI Technologies, Inc」

と表示され、デバイスの状態が「このデバイスは正常に動作しています。」と表示されていればド

ライバは正常に登録されています。 
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４. 各種機能 
 

４－１． ウォッチドッグ機能 
ウォッチドック機能は。ＰＣ側プログラムが予期せず停止した場合等、本機が制御されていない状態に

陥った場合に、出力ポートの値があらかじめ決められた値になるよう設定する機能です。この機能によ

り、本機に接続されたユーザー機器が、意図しない出力により誤動作する危険性を軽減することができ

ます。 

ウォッチドッグ機能はソフトウェアにより設定します。 
 

■ 設定パラメータ 

   ・ウ  ：126ms、252ms、504ms、1008ms、2016ms 

・ウ

  ・ウ

 
 
！注意 

シス

電源

（

ォッチドッグタイムアウト時間
22 

※ 初期値 0 （機能停止） 

ォッチドッグ機能タイムアウト出力値を出力するポート 
：AまたはBから選択（0：ポートＡ、1：ポートＢ）  

ォッチドッグ機能タイムアウト出力値   
：0x00～0xFFから選択 

テム動作中に、PC の電源断、ユニットの電源断、USB ケーブルが外れるなど、ユニットに

が供給されなくなった場合には、ウォッチドッグ機能は無効になります。

 ウォッチドッグタイマカウンタ値 ）



 

４－２． 入力フィルタ機能 
入力フィルタ機能は、入力ポートのノイズやチャタリングの除去をおこなうためのデジタルフィルタの

機能です。 

フィルタが設定されている場合、指定したフィルタサイクル毎に入力データを比較し、指定回数のデー

タが連続して一致した時に初めて有効な入力値としてデータが確定します。 

設定はソフトウェアでおこない、フィルタサイクルおよび一致回数を指定することができます。 
 

■ 設定パラメータ ※ 入力に設定されているポートのみ有効 

   ・フィルタサイクル ：1260μs、2520μs、5040μs、10080μs、20160μs 
※ 初期値0 (機能停止)、ポート監視機能を使用する場合には上記いずれかの設定が 

必要です。 

 

   ・一致回数     ：  0x00～0xFFから選択 
※ 初期値  0 (一致判定無し) 

 

動作例 
  フィルタサイクル：１２６０μs 
    一致回数：２回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！注意 

入力フィルタ機能を使用した場合、最初の値確定までのフィルタ処理結果の値は ”0” となります
（上図の 波形 赤色部分 ）。 

 

開始点

１ ２ ６ ０ ｕ Ｓ ６ ３ ０ ０ ｕ Ｓ １ １ ３ ４ ０ ｕ Ｓ １ ６ ３ ８ ０ ｕ Ｓ

０ １ ２ １ ０ １ ２ １ ２ ０

０

２０ １ ０ １ ２

入力元波形

フィ ルタ処理波形

経過時間

内部カウンタ値

０ ０ ０
０

０
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４－３． ポート監視機能 
ポート監視機能は、各入力ポートのデータ変化を監視し、あらかじめ指定された条件と一致した場合に

アプリケーションに対しイベントを通知する機能です。 

ポートの監視はソフトウェアにより「監視モード」、「監視対象ビットマスク」、「比較データ」の各

パラメータを設定することにより有効となります。  

監視モードとして以下の４種類があり、多様な条件を設定することが可能です。 

ＮＯＮ： ポートの監視はおこなわれず、フィルタ条件の一致時点でイベントが発生。 
ＡＬＴ： 監視対象ビットが１ビットでも変化すれば条件が成立し、イベントが発生。 
ＡＮＤ： すべての監視対象ビットが比較データと一致したら条件が成立し、イベントが発生。 
ＯＲ ： いずれかの監視対象ビットが比較データと一致したら条件が成立し、イベントが発生。 

監視対象ビットはパラメータの「監視対象ビットマスク」により指定します。このパラメータで ”１” 

になっているビットが監視対象ビットです。 

また、データの監視はフィルタ処理後のデータに対しおこないます。フィルタサイクルに ”０” が設

定されている（フィルタ無効）場合はポート監視機能も無効となりますのでご注意ください。 

 

 
 

■ 設定パラメータ  

監視モード 監視対象ビットマスク 比較データ 

ＮＯＮ － － 
ＡＬＴ 0ｘ00～0ｘＦＦ － 
ＡＮＤ 0ｘ00～0ｘＦＦ 0ｘ00～0ｘＦＦ 

ＯＲ 0ｘ00～0ｘＦＦ 0ｘ00～0ｘＦＦ 
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■ 各モード詳細  

 

モード ＮＯＮ について 

  論理式     ： 処理後の値 ＝ フィルタ処理値 

  イベント発生条件： イベント  ＝ フィルタ処理完了時 

例 

監視対象ビットマスク 比較データ 入力データ イベントの発生 

－ － 0ｘ00 ○ 

－ － 0ｘＡＡ ○ 

－ － 0ｘＦＦ ○ 
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モード ＡＬＴ について 

  論理式     ： 処理後の値 = イベント発生時のフィルタ処理値 

  イベント発生条件： イベント = （前回のフィルタ処理値 ＆ 監視対象ビットマスク設定値）！＝ 
                  （今回のフィルタ処理値 ＆ 監視対象ビットマスク設定値） 

例  ※前回のフィルタ処理値を 0ｘ55とする 

監視対象ビットマスク 比較データ 入力データ イベントの発生

0ｘ00 － 0ｘ00 なし 

0ｘ00 － 0ｘＡＡ なし 

0ｘ00 － 0ｘＦＦ なし 

0ｘ00 － 0ｘ55 なし 

0ｘ00 － 0ｘ05 なし 

0ｘ0Ｆ － 0ｘ00 ○ 

0ｘ0Ｆ － 0ｘＡＡ ○ 

0ｘ0Ｆ － 0ｘＦＦ ○ 

0ｘ0Ｆ － 0ｘ55 なし 

0ｘ0Ｆ － 0ｘ05 なし 

0ｘＦ0 － 0ｘ00 ○ 

0ｘＦ0 － 0ｘＡＡ ○ 

0ｘＦ0 － 0ｘＦＦ ○ 

0ｘＦ0 － 0ｘ55 なし 

0ｘＦ0 － 0ｘ05 ○ 

0ｘＦＦ － 0ｘＡＡ ○ 

0ｘＦF － 0ｘＦＦ ○ 

0ｘＦＦ － 0ｘ55 なし 

0ｘＦＦ － 0ｘ05 ○ 

 

！注意 
入力フィルタ機能開始時、最初の値確定までのフィルタ処理結果の値は ”0” となります。 
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モード ＡＮＤ について 

  論理式     ： 処理後の値 = フィルタ処理値 

  イベント発生条件： イベント = （フィルタ処理値 ＆ 監視対象ビットマスク設定値）== 
                   （比較データ設定値 ＆ 監視対象ビットマスク設定値） 

例   

監視対象ビットマスク 比較データ 入力データ イベントの発生

0ｘ00 0ｘ55 0ｘ00 なし 

0ｘ00 0ｘ55 0ｘＡＡ なし 

0ｘ00 0ｘ55 0ｘＦＦ なし 

0ｘ00 0ｘ55 0ｘ55 なし 

0ｘ00 0ｘ55 0ｘ05 なし 

0ｘ0Ｆ 0ｘ55 0ｘ00 なし 

0ｘ0Ｆ 0ｘ55 0ｘＡＡ なし 

0ｘ0Ｆ 0ｘ55 0ｘＦＦ なし 

0ｘ0Ｆ 0ｘ55 0ｘ55 ○ 

0ｘ0Ｆ 0ｘ55 0ｘ05 ○ 

0ｘ0Ｆ 0ｘ55 0ｘＡ5 ○ 

0ｘＦ0 0ｘ55 0ｘ00 なし 

0ｘＦ0 0ｘ55 0ｘＡＡ なし 

0ｘＦ0 0ｘ55 0ｘＦＦ なし 

0ｘＦ0 0ｘ55 0ｘ55 ○ 

0ｘＦ0 0ｘ55 0ｘ05 なし 

0ｘＦ0 0ｘ55 0ｘＡ5 なし 

0ｘＦＦ 0ｘ55 0ｘＡＡ なし 

0ｘＦF 0ｘ55 0ｘＦＦ なし 

0ｘＦＦ 0ｘ55 0ｘ55 ○ 

0ｘＦＦ 0ｘ55 0ｘ05 なし 

0ｘＦＦ 0ｘ55 0ｘＡ5 なし 
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モード ＯＲ について 

  論理式     ： 処理後の値 = フィルタ処理値 

  イベント発生条件： イベント = （フィルタ処理値 ＆ 監視対象ビットマスク設定値）  ^
                   （比較データ設定値 ＆ 監視対象ビットマスク設定値） 

例   

監視対象ビットマスク 比較データ 入力データ イベントの発生

0ｘ00 0ｘ55 0ｘ00 なし 

0ｘ00 0ｘ55 0ｘＡＡ なし 

0ｘ00 0ｘ55 0ｘＦＦ なし 

0ｘ00 0ｘ55 0ｘ55 なし 

0ｘ00 0ｘ55 0ｘ05 なし 

0ｘ0Ｆ 0ｘ55 0ｘ00 ○ 

0ｘ0Ｆ 0ｘ55 0ｘＡＡ なし 

0ｘ0Ｆ 0ｘ55 0ｘＦＦ ○ 

0ｘ0Ｆ 0ｘ55 0ｘ55 ○ 

0ｘ0Ｆ 0ｘ55 0ｘ05 ○ 

0ｘ0Ｆ 0ｘ55 0ｘＡ5 ○ 

0ｘＦ0 0ｘ55 0ｘ00 ○ 

0ｘＦ0 0ｘ55 0ｘＡＡ なし 

0ｘＦ0 0ｘ55 0ｘＦＦ ○ 

0ｘＦ0 0ｘ55 0ｘ55 ○ 

0ｘＦ0 0ｘ55 0ｘ05 ○ 

0ｘＦ0 0ｘ55 0ｘＡ5 なし 

0ｘＦＦ 0ｘ55 0ｘＡＡ なし 

0ｘＦF 0ｘ55 0ｘＦＦ ○ 

0ｘＦＦ 0ｘ55 0ｘ55 ○ 

0ｘＦＦ 0ｘ55 0ｘ05 ○ 

0ｘＦＦ 0ｘ55 0ｘＡ5 ○ 

 



 

29 

５. 回路構成とその機能 
 

５－１． 回路構成 
■ ブロック図 
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入出力
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ポート Ｂ
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ポート Ｆ
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■ 各部の機能  

 

POWER スイッチ 
  本機の電源スイッチ 
 

DC – IN 
  ＡＣアダプタ接続端子（／Ｔ のみ装備） 
 

USB コネクタ 
  ＰＣと通信をおこなうためのＵＳＢケーブルを接続するコネクタです。 

 

UNIT# ロータリスイッチ 
 ユニットセレクトスイッチ、個体識別のために使用します。 
 

STATUS LED 
 本機の状態を点灯色で表示します。 

 

CPU 
 ＵＳＢ、ローカル回路の制御をおこないます。 

 

74LVC245A 
 内部ＣＰＵのデータバスと外部バスとの電圧レベル変換をおこなうＬＶＣＭＯＳレベルの 
入出力バッファです。  
／ＣではＤＩＯのインターフェースとなります。 

 

74LS245 
 ＤＩＯデータのＴＴＬレベルの入出力バッファです。 ／Ｔのみ搭載されＤＩＯの 
インターフェースとなります。 

 



 

 

５－２． ＤＩＯインターフェース回路部について 
■ 入出力回路構成と機能  

 
本機のＤＩＯインターフェース部分は以下のとおりです。 

 
   ／Ｃ の入出力回路 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ／Ｔ の入出力回路 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ローカル
データ
バス ７４Ｌ ＶＣ２ ４ ５

ディ レクショ ンコント ロール
ＣＰＵ

３ ． ３ Ｖ

１ ０ ０ ＫΩ

” １ ” ＝ 入力

” ０ ” ＝ 出力

ＤＩ Ｏコネクタ

入出力端子

ＧＮＤ端子

３ ３Ω DIO 

ローカル
データ
バス ７４Ｌ ＶＣ２ ４ ５

ディ レクショ ンコント ロール
ＣＰＵ

３ ． ３ Ｖ

５ Ｖ

１ ０ ０ ＫΩ

” １ ” ＝ 入力

” ０ ” ＝ 出力

７４ Ｌ Ｓ２ ４ ５

５ Ｖ

１ ０ ＫΩ
Ｄ Ｉ Ｏコネクタ

入出力端子

ＧＮＤ端子

DIO 
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■ 入力回路の構成と機能  

 
データの入力を行うためには、あらかじめ目的のポートの方向を入力に設定しておかなければな

りません。方向の設定や入力データの読み出しは、USB通信を介して行います。詳細はサポート
ソフトウェアに含まれるドキュメントを参照してください。 
 

 
  ／Ｃでは入出力端子の入力電圧レベルはＬＶＣＭＯＳレベルで下記のとおりです。 
 
       Ｈｉ レベル： ２．０Ｖ（Ｍｉｎ） 
       ＬＯＷレベル： ０．８Ｖ（Ｍａｘ） 
 
 
  ／Ｔでは入出力端子の入力電圧レベルはＴＴＬレベルで下記のとおりです。 
 
       Ｈｉ レベル： ２．０Ｖ（Ｍｉｎ） 
       ＬＯＷレベル： １．８Ｖ（Ｍａｘ） 
 
 
以下に各端子の状態と読み出し値の対応表を示します。 

 
 

ＤＩＯ入出力端子の入力レベル 入力データ値 
Ｈｉレベル １ 
Ｌｏｗレベル ０ 

／Ｔ １ 
開放時（未接続） 

／Ｃ ０ 
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■ 出力回路の構成と機能  

 
データの入力を行うためには、あらかじめ目的のポートの方向を出力に設定しておかなければな

りません。方向の設定や出力データの書込は、USB通信を介して行います。詳細はサポートソフ
トウェアに含まれるドキュメントを参照してください。 

 
  ／Ｃでは入出力端子の入力電圧レベルはＬＶＣＭＯＳレベルで下記のとおりです。 
 
       Ｈｉ レベル： ３．１Ｖ（Ｍｉｎ） 
       ＬＯＷレベル： ０．８V（Ｍａｘ） 
 
 
    出力電流レベル下記のとおりです。 

 
       Ｈｉ レベル： －２４．０ｍＡ（Ｍａｘ） 
       ＬＯＷレベル： ２４．０ｍＡ（Ｍａｘ） 
 
 
  ／Ｔでは入出力端子の出力電圧レベルはＴＴＬレベルで下記のとおりです。 
 
       Ｈｉ レベル： ２．４Ｖ（Ｍｉｎ） 但し、出力電流－２ｍＡ時 
       ＬＯＷレベル： １．８Ｖ（Ｍａｘ） 但し、出力電流－１２ｍＡ時 
 
 
    出力電流レベル下記のとおりです。 

 
       Ｈｉ レベル： －１５ｍＡ（Ｍａｘ）  但し、出力電圧２．０Ｖ時 
       ＬＯＷレベル： ２３．５ｍＡ（Ｍａｘ） 但し、出力電流０．５Ｖ時 
   ※ 電流値のマイナス極性は、本機から外部機器へ電流が流れ出ることを意味します。 

 
 
なお、ポートを入力から出力方向へ切り替える際、ディレクション切り替えコマンド発行時点で

は、実際の切り替えは行われません。その後のデータライトコマンド発行時に、実際の切り替え

が行われ、データが出力されます。 

出力方向に設定されたポートに対してデータリードコマンドを発行すると、現在保持されている出力値

が読み出されます（リードバック機能）。 

以下に出力値と端子の信号レベルの対応表を示します。 

 
出力データ値 ＤＩＯ入出力端子の入力レベル 

１ Ｈｉレベル 
０ Ｌｏｗレベル 
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■ 入出力方向設定機能  

 
入出力切り替え設定（ディレクション設定）は以下の仕様となっております。 
 
   出力 → 入力 ： ユニットがＰＣからのディレクション切り替えコマンドを受信した

際に切り替わります。 
 

入力 → 出力 ： ユニットがＰＣからのディレクション切り替えコマンドを受信した

際には、そのまま入力方向の設定を維持し、その後の最初のデータ

ライトコマンド受信の際に、バッファが出力方向に切り替わり、デ

ータが出力されます。 
 
 

！注意 
ディレクション切り替えコマンドにより入力から出力へ方向を切り替えた場合、その後の最初のラ

イトデータコマンド発行時に、約数十μsの期間、不定データが出力されます。 



 

■ DIO ポートの接続についての注意点 

 
・ 本機に接続する信号レベルは、０V～５Vの電圧レベルとしてください。 

・ 本機は、DIO信号との間を絶縁をしていないため、グラウンド電位が異なる外部機器を絶対に接続
しないでください。本機や外部機器が破損する可能性があります。 

・ 本機と外部機器との配線は、必要最小限の長さにしてください。配線が長くなると、周囲からのノ

イズの影響を大きく受けるようになりになり、本機の機能や動作に支障が発生する場合があります。 

・ 本機が出力動作をしている DIO ポートに対して、外部機器から出力しないでください。信号同士
の衝突が起こり、本機や外部機器が破壊するおそれがあります。本機の入出力方向設定時には、外

部機器の信号方向について十分考慮してください。 

 
 

 

本機器 外部機器

データのぶつかり出力信号同士の衝突 
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製品のメンテナンスについて 

 
◆ハードウェア製品の故障修理やメンテナンスなどについて、弊社―株式会社シーピー

アイテクノロジーズでは、製品をお送りいただいて修理／メンテナンスを行い、ご返

送する、センドバック方式で承っております。 
 
◆保証書に記載の条件のもとで、保証期間中の製品自体に不具合が認められた場合は、

その製品を無償で修理いたします。保証期間終了後の製品について修理が可能な場合、

又は改造など保証の条件から外れたご使用による故障の場合は、有償修理となります

のであらかじめご了承ください。 
 
◆修理やメンテナンスのご依頼にあたっては、保証書を製品に添え、ご購入時と同程度

以上の梱包状態に『精密部品取扱い注意』と表示のうえお送りください。また、ご送

付されるときは、製品が迷子にならないよう、前もって受付け担当者をご確認くださ

い。製品が弊社に到着するまでの事故につきましては、弊社は責任を負いかねますの

で、どうか安全な輸送方法をお選びください。 
 
◆以上の要項は日本国内で使用される製品に適用いたします。日本国外で製品を使用さ

れる場合の保守サービスや技術サービス等につきましては、弊社の各営業所にご相談

ください。 
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製品のお問い合わせについて 
 
◆ お買い求めいただいた製品に対する次のようなお問い合わせは、お求めの販売店又は

株式会社シーピーアイテクノロジーズの営業部にご連絡ください。 

   ・お求めの製品にご不審な点や万一欠品があったとき 

   ・製品の修理 

   ・製品の補充品や関連商品について 

   ・本製品を使用した特注製品についてのご相談 
 

――――営業的な内容のお問い合わせ先―――― 

株式会社 シーピーアイテクノロジーズ  営業部 

E-mail sales@cpi-tec.com 
Tel 045-331-9201 
FAX 045-331-9203 

 

◆ 技術サポート、技術的な内容のお問い合わせは、E-Mail にて、下記までお問い
合わせください。また、お問い合わせの際は、内容をできるだけ詳しく具体的に

お書きくださるようお願いいたします。 
 

――――技術的な内容のお問い合わせ先―――― 

株式会社 シーピーアイテクノロジーズ テクニカルサポート 

E-mail support@cpi-tec.com

 
 
 

mailto:sales@cpi-tec.com
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